
官
庁
報
告

平成™�年™月š日 月曜日 第�™™˜号官 報
〇
叙
勲（

臼
杵
市
議
会
議
員
）

首
藤

新
一

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る
（
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
）

小
畑

滿
作

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

上
野
多
茂
利

藤

録
持

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

二
十
七
日
）

鈴
木

城
二

関
田

昭
二

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
二
十
五
年
十
二
月
二
十

八
日
）

大
野

和
美

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

塩
倉

邦
伸

中
川

雅
昭

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

二
十
九
日
）

阿
河
益
太
郎

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
）

稲
妻

秀
夫

内
田

敬

岡
野

勝
成

小
川

文
勝

川
田

英
則

河
手

泰
男

黒
木

貞
雄

˚
村

正
司

中
村

勤
史

花
城

盛
光

濱
頭

修

藤
田

和
作

丸
山

昇

宮
川

利
彦

山
田

厚

横
田

明
彦

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

吉
野
昭
司
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六

日
）

大
西

四
郎

佐
伯

龍
夫

吉
野

格

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

荒
武

業
成

井
上

昌
已

宇
梶

猛
仁

大
澤
耕
三
郎

清
道

清
吉

酒
井

義
人

助
則

敏
幸

武
田

直
子

森

美
智
子

森
川
久
仁
男

山
崎

行
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

浅
野

公
一

笠
原

和
喜

鎌
田
精
三
郎

兒
玉

桂
二

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

二
十
七
日
）

衛
藤

嘉
一

岸
本

徹
男

鈴
木

圭

高
橋

雅
弘

塚
本

重
雄

中
川

安
治

松
山

昌
晴

丸
岡

節
夫

（
農
林
水
産
事
務
官
）

村
田

佳
久

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

西
田

智
光

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
二
十
五
年
十
二
月
二
十
八

日
）

（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

田
村

三
郎

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

池
村

長
義

伊
藤

浩
三

大
森

宏

金
子

文
正

Â
原

英
男

佐
藤

忠
孝

多
田

洽

西
尾
和
三
郎

仁
科

輝
一

蜂
谷

壽
志

藤
谷

審

大
和

洋
征

渡

浩

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

官
庁
事
項

旅
券
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
旅

券
の
返
納
命
令
に
関
す
る
通
知

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

次
に
掲
げ
る
者
は
、
旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
六
十
七
号
）
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
し
ま

す
の
で
、
そ
の
所
持
す
る
一
般
旅
券
を
平
成
二
十
六
年
三

月
九
日
ま
で
に
外
務
大
臣
又
は
領
事
官
に
返
納
す
る
よ
う

命
じ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
不
服

審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
外
務
大
臣
に
対
し
異
議
申
立
て
が
で
き

ま
す
。
異
議
申
立
て
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

三
十
九
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
を
被
告
と
し

て
（
訴
訟
に
お
い
て
国
を
代
表
す
る
者
は
法
務
大
臣
と
な

り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
取
消
し
の
訴
え
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
た
日
か
ら
六
か
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
提
起
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
取
消
し
の
訴
え
は
、
処
分

の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

一
、
氏

名

藤
島

雄
二

生
年
月
日

昭
和
四
十
五
年
四
月
六
日
生

旅
券
申
請
上

の
住
所

福
岡
県
福
岡
市

二
、
返
納
す
べ
き
旅
券

旅
券
番
号

Ｔ
Ｇ
八
六
一
六
四
八
六

発
行
年
月
日

平
成
十
八
年
一
月
三
十
日

旅
券
名
義
人

藤
島

雄
二

三
、
返
納
す
べ
き
理
由

当
該
旅
券
名
義
人
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
、

久
留
米
簡
易
裁
判
所
か
ら
、
詐
欺
事
件
の
被
疑
者
と
し

て
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
、平
成
二
十
六
年
一
月
十
六
日
、

警
察
庁
か
ら
外
務
大
臣
に
そ
の
旨
通
報
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
旅
券
の
交
付
の
後
に
、
旅
券
法
第
十
三
条
第
一

項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
も

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
は
、
一
般
旅
券
の
返
納
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
な
る
旅
券
法
第
十
九
条

第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
。

中
国
地
方
整
備
局
公
示

一
級
河
川
旭
川
水
系
旭
川
で
河
川
法
（
昭
和
3
9年
法
律

第
1
6
7号
）
第

7
5条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
除
却
・
保

管
し
た
工
作
物
に
つ
い
て
、
当
該
工
作
物
の
所
有
者
、
占

有
者
そ
の
他
工
作
物
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
（
以
下

「
所
有
者
等
」
と
い
う
。）に
対
し
、
当
該
工
作
物
を
返
還

す
る
た
め
、
河
川
法
施
行
令
第
3
9条
の
３
第
１
項
第
２
号

の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成

2
6
年
２
月
３
日

中
国
地
方
整
備
局
長
栗
田

悟
１
保
管
し
た
工
作
物
の
名
称
又
は
種
類
、
形
状
及
び
数

量{
小
型
船
舶
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
）
６
隻

|
桟
橋
（
木
製
）
１
基

２
保
管
し
た
工
作
物
の
放
置
さ
れ
て
い
た
場
所
及
び
当

該
工
作
物
を
除
却
し
た
日
時

\
保
管
し
た
工
作
物
の
放
置
さ
れ
て
い
た
場
所

{
岡
山
市
中
区
江
崎
地
先

|
岡
山
市
中
区
江
崎
地
先

]
当
該
工
作
物
を
除
却
し
た
日
時

{
平
成
2
5年

1
2月

1
9日
午
後
２
時

|
平
成
2
5年

1
2月

1
9日
午
前
1
1時

３
当
該
工
作
物
の
保
管
を
始
め
た
日
時
及
び
保
管
場
所

\
当
該
工
作
物
の
保
管
を
始
め
た
日
時

{
平
成
2
5年

1
2月

1
9日
午
後
３
時

|
平
成
2
5年

1
2月

1
9日
午
後
３
時

]
保
管
場
所
岡
山
市
北
区
玉
柏
地
先
国
土
交
通

省
中
国
地
方
整
備
局
岡
山
河
川
事
務
所
大
原
排
水
機

場
４
保
管
し
た
工
作
物
を
返
還
す
る
た
め
必
要
と
認
め
ら

れ
る
事
項
当
該
工
作
物
の
返
還
を
受
け
る
べ
き
所
有

者
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
提
示
し
、
当
該

工
作
物
の
除
却
、
保
管
及
び
そ
の
他
措
置
に
要
し
た
費

用
を
負
担
す
る
こ
と
。

５
問
い
合
わ
せ
先
岡
山
市
北
区
鹿
田
町
二
丁
目
４
番

3
6号

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
岡
山
河
川
事
務

所
占
用
調
整
課
電
話
0
8
6
`
2
2
3
`
5
1
9
3

関
東
地
方
整
備
局
公
示

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

７
年
法
律
第
3
9号
）
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
電

線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条

第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
6
年
２
月
３
日

関
東
地
方
整
備
局
長
深
澤
淳
志

道
路
の
種
類
路
線
名

区
間

一
般
国
道

６
号
松
戸
市
上
本
郷
字
前
田
2
8
5
9番

２
か
ら
同
市
中
根
字
亀
井
下

1
2
7番
３
ま
で
の
下
り
線

一
般
国
道

６
号
松
戸
市
二
ツ
木
1
7
3
2番
１
か
ら

同
市
二
ツ
木
字
房
山

3
4
8番
１

ま
で
の
上
り
線

一
般
国
道

６
号
柏
市
柏
字
呼
塚

3
4
5番
１
か
ら

同
市
根
戸
字
中
馬
場
1
8
5
8番
１

ま
で
の
上
り
線

一
般
国
道

1
6号

千
葉
市
中
央
区
村
田
町

8
9
3番

1
3
5か
ら
市
原
市
八
幡
北
町
一

丁
目
１
番
1
0ま
で
の
上
下
線

一
般
国
道

1
6号

市
原
市
八
幡
北
町
一
丁
目
１
番

1
0か
ら
同
市
八
幡
海
岸
通
2
3
8
5

番
８
ま
で
の
下
り
線

一
般
国
道

1
6号

市
原
市
八
幡
海
岸
通
1
7番
２
か

ら
同
市
五
井
字
川
通
南
北
新
田

6
7
4
7番
６
ま
で
の
下
り
線

一
般
国
道

3
5
7号

千
葉
市
中
央
区
川
崎
町
5
2番
５

か
ら
同
市
中
央
区
寒
川
町
三
丁

目
1
0
7番
８
ま
で
の
上
り
線

一
般
国
道

3
5
7号

千
葉
市
中
央
区
寒
川
町
三
丁
目

1
0
7番
８
か
ら
同
市
中
央
区
出

洲
港
5
3
7番
１
ま
で
の
上
下
線

上
島

益
雄

田
上

泉

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

二
十
九
日
）

杉
山
甲
子
夫

中
島

由

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
二
十
五
年
十
二
月
三
十

日
）

久
保

正
己

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
）

星

乘
顯

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

山
越
新
一
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
一
月
一
日
）

中
戸

敏
夫

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
一
月
三
日
）

Ÿ
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